
千
歳
市
に
隣
接
す
る
恵
庭
市
に
は
、

砲
塔
に
「
士
魂
」
と
書
か
れ
て
い
る
第

11
戦
車
隊
が
駐
屯
し
て
い
る
。
こ
の

「
士
魂
」
は
、
「
十
」
と
「
一
」
を
組

み
合
わ
せ
て
「
士
」
と
読
ま
せ
た
こ
と

に
由
来
す
る
。

こ
の
コ
ラ
ム
は
、

50
年
前
に
学
友
の

父
が
涙
な
が
ら
に
語
っ
て
く
れ
た
内
容

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
彼
は
初

め
、
誇
ら
し
げ
に
「
俺
は
士
魂
部
隊
の

戦
車
乗
り
だ
」
と
語
り
、

さ
ら
に
続
け
て
、
「
終
戦

は
昭
和

20
年

8
月

15
日

で
は
な
い
。
俺
た
ち
は

8
月

18
日
未
明
、
占
守

島
に
上
陸
し
て
き
た
ソ
連

軍
に
対
し
、
第

5
方
面

軍
司
令
官
・
樋
口
季
一
郎

中
将
の
命
令
を
受
け
、
玉

砕
覚
悟
で
戦
っ
た
」
と
話

し
た
。
言
葉
を
詰
ま
ら
せ

な
が
ら
、
池
田
連
隊
長
の
訓
示
を
諳
ん

じ
た
。

『
諸
子
は
今
、
赤
穂
浪
士
と
な
り
、

恥
を
忍
ん
で
も
将
来
に
仇
を
報
ぜ
ん
と

す
る
か
。
あ
る
い
は
白
虎
隊
と
な
り
、

玉
砕
を
も
っ
て
民
族
の
防
波
堤
と
な
り
、

後
世
の
歴
史
に
問
わ
ん
と
す
る
か
。
赤

穂
浪
士
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、
一
歩
前

に
出
よ
。
白
虎
隊
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、

手
を
上
げ
よ
』
。

「
俺
た
ち
は
『
オ
ォ
ー
』
の
声
と
一

緒
に
手
を
上
げ
た
。

俺
た
ち
は
敵
を
押
し
返
し
た
」
。

そ
の
後
、
た
め
息
と
共
に
吐
き
捨
て
る

よ
う
に
言
っ
た
。
「
そ
れ
か
ら
、
ラ
ー

ゲ
リ
だ
」
。

「
ラ
ー
ゲ
リ
」
と
は
初
め
て
聞
い
た

言
葉
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
シ
ベ
リ
ア
の

捕
虜
収
容
所
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
理

解
し
た
。
彼
は
、
そ
こ
で
の
過
酷
な
生

活
に
も
触
れ
た
。

当
時
、
日
本
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を

批
准
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ

と
イ
ギ
リ
ス
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
日

本
に
適
用
す
る
と
通
知
し
、
日
本
も
こ

れ
を
順
守
す
る
旨
を
伝
え
た
。

１
９
４
５
年

8
月

15
日
は
、
天
皇
が

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
こ
と
を
国

民
に
伝
え
た
日
で
あ
り
、
国
際
的
に
は

停
戦
状
態
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
は

満
洲
や
南
樺
太
へ
の
侵
攻
を
続
け
、
日

ソ
は
戦
闘
状
態
に
あ
っ
た
（
ロ
シ
ア
に

お
け
る
対
日
戦
の
終
結
は
、

9
月

3
日

［
歯
舞
群
島
へ
の
上
陸
］
で
あ
る
。
）
。

１
９
４
５
年

8
月

18
日
、
日
本
軍
は

千
島
列
島
最
北
端
の
占
守
島
に
侵
攻
し

た
ソ
連
軍
に
応
戦
し
た
。
し
か
し
、

22

日
、
大
本
営
は
す
べ
て
の
戦
闘
停
止
を

命
じ
た
。
そ
の
結
果
、
占
守
島
で
は

23

日
に
ソ
連
と
の
停
戦
が
合
意
さ
れ
、
極

め
て
優
勢
な
日
本
軍
が
、
極
め
て
劣
勢

な
ソ
連
軍
に
武
装
解
除
さ
れ
る
と
い
う

珍
事
が
生
じ
、
日
本
固
有
の
領
土
は
、

今
で
も
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
、

17
日
に
カ
ー

チ
ス
・
ル
メ
イ
率
い
る

3
機
の
Ｂ
ー

29

を
グ
ア
ム
か
ら
千
歳
へ
飛
行
さ
せ
、
翌

18
日
に
は
ソ
連
の
侵
攻
を
牽
制
す
る
よ

う
に
、
千
歳
か
ら
ア
ラ
ス
カ
経
由
で
シ

カ
ゴ
ま
で
飛
行
さ
せ
て
い
る
。

ソ

連

の

対

日

戦

参

戦

と

北

方

四

島

不

法

占

拠

の

根

源

は

ヤ

ル

タ
会
議
に
あ
る
。

こ

の

会

議

に

お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
は
、
対
日
戦
で
の
自
国
の
損
害

を
抑
え
る
た
め
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン

首
相
に
対
し
、
ド
イ
ツ
戦
終
結
後
に
余

剰
と
な
る
艦
船
や
兵
器
を
無
償
供
与
し
、

ソ
連
兵
へ
の
慣
熟
訓
練
を
ア
メ
リ
カ
が

実
施
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
対
日
戦
へ

の
参
戦
を
強
く
要
請
し
た
。

そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
降
伏
の
３
ヶ
月

後
に
ソ
連
が
対
日
戦
に
参
戦
す
る
こ
と

で
合
意
が
成
立
し
た
。

こ
の
事
実
は
、
１
９
７
７
年
に
ア
メ

リ
カ
海
軍
の
公
式
記
録
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
フ
ラ
：
対
日
戦
争
に
お
け
る
ソ
連

と
ア
メ
リ
カ
の
秘
密
協
力
』
が
公
開
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
と
な
り
、
作

戦
名
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ラ
」
の
詳

細
も
初
め
て
公
に
さ
れ
た
。

こ
の
内
容
は
、
２
０
１
７
年

12
月

30

日
付
の
北
海
道
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る

北
海
道
の
地
方
紙
の
朝
刊
で
報
じ
ら
れ

た
が
、
全
国
紙
で
は
一
切
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
ソ
連
の
政
府
機
関
紙
『
プ
ラ

ウ
ダ
』
は
、
１
９
４
５
年

9
月

3
日
付

の
社
説
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て

い
る
。
「
占
守
島
の
戦
い
は
、
満
洲
や

朝
鮮
に
お
け
る
戦
闘
よ
り
も
は
る
か
に

損
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。

8
月

19
日
は
、

ソ
連
人
民
に
と
っ
て
喪
の
日
で
あ
る
。
」

山
登
り
愛
好
会
は

6
月

28
日
に
ニ
セ

コ
連
山
西
方
の
岩
内
岳
に
登
っ
た
。

千
鷲
球
会
は

7
月

18
日
に
「
ち
と
せ

イ
ン
タ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で

7
月
例

会
を
実
施
、
寺
井
会
員
が
優
勝
し
た
。

酒
井
峰
夫
（
管
制
）
・
土
本
和
利

（

2
空
司
）
・
郷
英
明
（
飛
実
）

六
角
和
彦
（

2
空
射
）
・
陣
内
俊
雄

（

2
空
飛
）
・
守
谷
敏
弘
（
幹
校
）

遠
藤
由
美
（
埼
玉
県
）
・
川
山
晃
司

（
江
別
市
）
・
野
口
愛
（
苫
小
牧
市
）
・

山
下
美
紀
（
恵
庭
市
）
・
高
橋
祥
子

（
宮
崎
県
）
・
谷
田
貝
義
幸
（
栃
木
県
）

佐
々
木
敏
子
（
埼
玉
県
）
・
浅
見
純

也
（
東
京
都
）

佐
々
木
格
（

83
歳

幸
福
）
・
水
越

和
夫
（

74
歳

住
吉
）
・
井
田
正
裕

（

74
歳

白
樺
）
・
佐
藤
正
史
（

81

歳

自

由

ヶ

丘

）

・

蛭

子

井

清

一

（

72
歳

若
草
）
・
工
藤
光
雄
（

90

歳

自
由
ヶ
丘
）
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『
カ
ム
イ
モ
シ
リ
の
カ
ム
イ
た
ち
』

と
題
し
た
展
示
が
、

6
月

29
日
ま
で

支
笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

北
海
道
知
事
認
定
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ

ド
・
西
川
惟
和
会
員
の
、
木
彫
り
作
品

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

カ
ム
イ
モ
シ
リ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
神
々
の
住
む
世
界
」
ま
た
は
「
神
の

国
」
を
意
味
す
る
。
カ
ム
イ
は
神
を
指

し

、

す

な

わ

ち

「

神

々

の

住

む

世

界
の
神
」
と
な
る
。

た

だ

し

、

カ

ム

イ

（

神

々

）

は

そ

れ

ぞ

れ

の

性

質

に

応

じ

て

異

な

る

場

所

に

住

む

と

さ

れ

る

。

た

と

え

ば

、

火

の

神

は

囲

炉

裏

に

、

動

物

の

神

は

山

に

、

海

獣

の

神

は

海

に

、

そ

れ

ぞ

れ
独
自
の
「
カ
ム
イ
モ
シ
リ
」
を
持
つ

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

カ
ム
イ
モ
シ
リ
は
一
つ
の
特
定
の
場

所
で
は
な
く
、
自
然
界
の
至
る
所
に
存

在
す
る
神
々
本
来
の
居
場
所
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
物
に
霊

魂
や
精
神
的
存
在
が
宿
る
と
い
う
考
え

方
が
、
ア
イ
ヌ
の
世
界
観
と
共
鳴
し
て

い
る
点
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
西
川
会
員
は
大
型
の
丸
木
舟

で
津
軽
海
峡
を
渡
っ
た
経
験
に
と
ど
ま

ら
ず
、
樺
太
、
朝
鮮
、
さ
ら
に
は
沖
縄

と
の
間
で
、
昆
布
な
ど
の
海
産
物
や
白

滝
・
置
戸
・
十
勝
・
赤
井
川
な
ど
か
ら

採
れ
る
黒
曜
石
を
運
び
、
米
、
酒
、
塩
、

鉄
製
品
、
布
類
、
衣
服
、
陶
磁
器
、
漆

器
な
ど
を
得
る
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
紹
介
し
た
。

こ
の
緻
密
な
作
品
群
の
制
作
と
、
ア

イ
ヌ
文
化
や
歴
史
の
研
究
に
注
が
れ
た

時
間
と
労
力
は
、
強
い
情
熱
と
深
い
探

究
心
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
原
点
回
帰
で
は
な
い
が
、

機
械
を
含
む
全
て
の
物
に
神
が
宿
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
物
を
粗
末
に
扱

わ
な
い
よ
う
に
教
え
ら
れ
育
て
ら
れ
た

記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。

展
示
会
場
に
備
え
付
け
ら
れ
た
ノ
ー

ト
に
は
、
多
く
の
外
国
人
に
よ
る
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
文
化
が

国
際
的
に
も
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
た
。

私
事
な
が
ら
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
に
魅
せ

ら
れ
た
一
人
の
元
第
２
航
空
団
写
真
員

の
面
影
が
、
ふ
と
よ
み
が
え
っ
た
。

支
笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
西
川
惟
和
会
員
の
作
品
展
示

恵
庭
の
士
魂
と
占
守
島
（
し
ゅ
む
し
ゅ
）
の
士
魂
【
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
秘
密
協
力
】

サ
ー
ク
ル
活
動

千

鷲

会

会

員

状

況

令
和
７
年
６
月
８
日
現
在

正
会
員

３
２
６
名

賛
助
会
員

団
体

16
社

個
人

25
名

新
入
正
会
員
（
敬
称
省
略
）

新
入
賛
助
会
員
：
個
人
（
敬
称
省
略
）

物
故
会
員
（
敬
称
省
略
）

登
山

ゴ
ル
フ


